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　プロテスタントの基督教精神による女子の人間教育を行なう。聖

書こそ人間を創る真実の教えであると信じ、十字架に連なる「愛と

誠」の教育に全力を尽くす。この目的のために、教える者も教えを受

ける者も、主による「感謝・信頼・希望」を重んじる。

　金子正は 1915 年（大正 4）横浜市保土ヶ谷区にある

上星川で 15 代目当主として誕生しました。長じて國學

院大学文学部国文科に進むと、国文学を専攻し、卒業論

文には完了助動詞「たり」の研究を発表するなど、純日

本的な教養を培いました。また、同時に 15 代目当主と

しての働きもこなし、地域の神社、仏閣の総代も担いま

した。

　大学卒業後は中学校の国語教師になりますが、24歳

になった 1940 年（昭和 15）、近衛歩兵第 2連隊砲銃隊

機関銃中隊第一内務班に入営。一時中断するも、退役後

は東京府立養正中学校、東京都立第一中学校教諭を歴

任します。

　その後、紆余曲折を経た金子は、天の導きによりイエ

ス・キリストと出会うことになります。キリスト教の

「愛と誠」を尊ぶ教えに感銘した金子は、大きな決断を

します。

　それまでの絆を断ち、檀家総代、神社の氏子総代を辞

退した金子は、キリスト者として生きることで地域・

社会に奉仕することを宣言したのです。その後は先祖

代々守ってきた上星川の地にキリストの福音を広め、

上星川教会の設立に尽力しました。

　こうしてキリスト教の教えに導かれた金子は、1947

年（昭和 22）4月、神奈川女子商業学校に講師として赴

任。2カ月後の 6月には校長に就任し、12月には横浜学

院女子商業学校、横浜女子中学校と校名を変え、新たな

船出をしています。

　このとき、病床にあった神奈川女子商業学校の創立

者 小原弁造に跡を託され、また、もう一方の横浜千歳

女子商業学校の創立者 山内茂三郎からも万事を一任

するとの言を得ていました。金子は、2人の創立者から

信頼されて、重責を任されたのです。

　しかし、横浜学院女子商業学校は、合併後の混乱が収

まってはいませんでした。戦災によって焼け出された

人々は、家が全焼したため元の住所に帰れず、あるいは

新たに家を建てて転居するなど在籍者の移動が激し

く、教師、生徒ともに落ち着かない日々を送っていまし

た。しかし、少しずつ混乱は収まり、次第に学校として

の地歩を固めていったのです。金子はまず校歌、校章を

決定し、次に生徒会長を決め、PTAを整備して、学校と

しての体裁をつくっていきました。

　最も難しかったのが、両校のいずれにも偏しない新

しい教育方針をつくることでした。もともとは建学の

精神を異にする両校が一つになるためには、しっかり

とした教育の柱が必要だったのです。

　そのころ、金子の胸にはある決意が秘められていま

した。それが日本人による日本人のためのキリスト教

教育です。そして 1952 年（昭和 27）横浜学院はついに

キリスト教主義による教育を開始。建学の精神である

「愛と誠」は、愛と真実を持って生きることの大切さを

説く、金子の生きる姿勢でもありました。

　合併創立 50周年のとき、金子は「国語学に没頭して

いたときも、軍隊生活中も、空襲下でも、復員生活中も

『生きる力をお与えください』とイエス様に祈ることは

忘れなかった。神様は助けてくださった」と振り返って

います。

　横浜学院の源流は、太平洋戦争で戦禍を被った二つの学校が 1947 年（昭和

22）に合併したことから始まります。

　一つは、1866 年（明治 19）に山内茂三郎が創立した山内小学校（のちに横浜千

歳女子商業学校と改称）で、もう一つは、1940 年（昭和 15）小原弁造が自宅で夜間

の塾から始めた臣道女学院（のちに神奈川女子商業学校）です。

　この二つの学校は建学の精神も異なり、当然ながら教育方針や校風なども

まったく異にする学校だったのですが、戦争がこの二つの学校の運命を大きく

変えることになります。

　1945 年（昭和 20）5月 29 日、横浜大空襲で神奈川女子商業学校が全焼。一方の

横浜千歳女子商業学校は、校舎を海軍に接収され、被災は免れたものの、破損の

被害は甚大でした。こうした状況の中、やむを得ず、被災した神奈川女子商業学

校が、横浜千歳女子商業学校の校舎を借用することになったのです。

　こうして二つの学校が同じ校舎を使用し、授業を行ないましたが、世の中は混

乱の極みにあり、インフレで運営は困難な状況に追い込まれていきました。まと

もな教育を行なうために 1947 年（昭和 22）やむにやまれぬ措置として、両校は

合併。〈横浜学院女子商業学校・横浜女子中学校〉と改称します。

　このとき、困難を承知で学校経営を引き受けたのが、国語教師として教鞭を

とっていた金子正でした。

　キリスト教信徒であった金子は、戦後の混乱と苦難の中にあった二つの学校

を統合すべく、キリスト教の教えに基づいた新しい建学の精神のもと、再建に着

手しました。

　1951 年（昭和 26）〈学校法人横浜学院〉が設立。翌年の元旦に、金子はキリスト

教教育開始元旦礼拝を行ないます。金子の強い信仰が、異なる出自を持つ二つの

学校を一つの学校として新生させ、横浜学院の礎を築いたのです。

横浜学院　校章・マーク
父・子・聖霊の三位一体と信仰の盾を図案化したもので、
イエス・キリストの十字架に示された校訓「愛と誠」の
教えを表わしています。

創立者　金子正（1915～2000年）
キリスト教主義の「愛と誠」の教育に全力を尽くすことで、

二つの学校に新たな指針を与えました。

 


